
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

課04−4 日本 理 科教育学 会 （2010）

台湾の 理 科教育改革

教育の 質の 向上 に 向けた取 り組み

　　　　　　　　 ○平野俊英
A
，王　子 壤

B
，楊 　凱悌

C

　 　　 　 　 　 　 HIRANO　Toshihide，　WANG　Tzu−Hua，　YANG　Kai−Ti

　　 愛知教育大学
＾

，台湾 ・國立新竹教育大学
B
，台湾 ・台中市育英國民中学

c

【キ
ー

ワー
ド】　 台湾，9年

一
貫課程，高瞻計畫，学級小型化，授業の デジタル 化

1　 台湾の教育改革の概要

　台 湾で は 近年 ， 少 子 高齢化や 国際関係 再構

築，デ ジタ ル 産業振興な ど急速に進む社会変化

へ の 対応 を鑑 み，國民小 學 ・國民 中學の 9 年
・

貫教育課程 の 編成に留ま らず，さらには 高級中

學や 高級職業学校 に ま で 義務教育 を拡大 し よ

うとす る 「12 年国 民基本教育 1 をス ロ ーガ ン

に ，次 の 4 項 目か らな る教育政策 目標 を設 け た

うえ で ，学校教育や 教員養成な どの 教育制度改

革を推進 して い る 。

（D 国民 の 素質 を向上 させ て ，国家競争 力を

　増進す る。

（2）教育の 機会均等 を促進 し て ，公平 で 正 義

　な仕会 を実現す る。

（3）教育落差 を縮小 し て ，都 市部 と農村部 の

　均衡あ る 発 展 を め ざす 。

（4）学歴 に よ る 圧 力を緩 め る こ と で，学生 を

　適性 に よる発展へと導 く．

2　科学教育振興施策の概要

（D 國民小 學 ・國民 ［II學 の
．一

貫教育課程

　 2003 年 に義務教育
一

貫カ リキ ュ ラ ム で あ る

『92 年國民 中小學九 年
一一

貫課程綱要』を策定

し，国民 に必 要不可 欠 と定めた十大某本能力 を

育成す る視点 に基 づ い た 7 つ の 学習領域 に よ

る編成 へ と変更 され た
。

理 科 関連で は ，國民 小

學 の 々然，國民 中學の 生物 ， 物理蒋学，地球科

学，4話 存戎 ， 家政 ，
パ ソ コ ン とい っ た教科が，

学習領 域崖撚寅 二生活秤技 へ 統合され た。また綱

要 に は領 域で 設 定する 八大科学素養 ご とに 学

年 段 階別 の 能力指標が 明記 された。こ れ ら の 能

力 が獲得で きる よ うに 教科書編纂や 学校 カ リ

キ ュ ラ ム 編成が行われ，そα）達成 に向けて学習

評価活動 や教 職員の 研修等が 展開 され る 。 な

お ， 后撚與4 活 舟技に は学年 設定 の 総 学習時間

数 の 10〜15％を 当て る基準が あるが ，そ れ以

外 に学校裁 量で 時間運用で きる弾性学習時 間

数 の
一部 を こ の 領域の 補救教学 （補習）へ 当て

るこ とも可能で あ る 。

（2）高級 中學 の 科学教育振 興施策

　学習優秀児対象 の 科学教育振 興施策 と して

高級 中學 には 2006 年か ら実施 の 高瞻計書（台

湾版 SSH ）が あ る。優秀児が集結す る都市部

の 進 学校 を L ド心 に選 定 して い る。台 巾市内 の

あ る高級 中学で は学年 に 1 つ あ る理数 才能 ク

ラ ス が高瞻計畫に指定 され ，AP レ ベ ル の 高

度 な内容 の 授 業，大学教授 と連携 した研究活

動 ，科学オ リン ピ ッ ク の 参加 指導等が第 1 ・

2 学年で 展 開され る。
一

方 で 、第 3 学年 は大

学受験に対応 し た教育編成 とな っ て い る 。

3　理科授業の 実際

　新 竹教育大 学附設實験 國民 小 學 と台 中市育

英國民中學 を訪 問 し ， 理科授業を調 査 し た。

（1）学級サイ ズ の 小 型化 に よる指導 の 充実

　い ずれ も E限 32 人 の 学級 サ イ ズ で あ る。国

民教育の 推進 に よ っ て段 階的 に小型化 された

結果で あ る。教師に と っ て生徒の 学習状況 が提

えや す い 教育環 境で あ る。

（2）授 業の デジタ ル 化 の 普及推進

　い ずれ も授 業 の デ ジ タ ル 化 を 普及 推 進す る

地域拠 点校 の 役割 を担 うため ，特別 教室 を含む

全教室に電 予黒板 （ス マ ー トボー
ド）が設 置 さ

れ る 。 申に は生徒各 自が持 つ リモ コ ン の 応 答を

受け付け る機能 を持 つ 機種 もあ り，生徒 の 応答

内容 ・反応時間 ・変 更回数等の 情報を投影 ・記

録 で き る 。 どの 教科 で も教師が主 に電子教科書

ソ フ トウ ェ ア を投影 し て 授業を進行 して い る 。

教科書会社が 無償配布す る ソ フ トを使用 す る

場合が 多い 。教科書会社は ソ フ ト開発 を政府か

らの 補助金で 進 め て お り，簡便 な操作で 教師が

自 らの 立 案授 業に 見合 うデ ジタ ル コ ン テ ン ツ

を用 意で きるよ う工 夫を凝 らされ て い る 。

【附記 】

　本 発 表は科学研 究費補助金 に よ る研 究 （基盤

（B）： 課題番号 20402064，若手 （B）： 課題番号

21730693） に基づ くもの で あ る 。
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